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令 和 ４ 年 度 第 ７ 回 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 議 事 録  

 

令和４年 12 月１日(木）  

高松サンポート合同庁舎   

北 館 702 会 議 室  

 

出 席 者   公 益 側  東 、 籠 池 、 柴 田 、 髙 塚  

     労 働 者 側  立 石 、 土 田 、 中 村 、 三 屋  

     使 用 者 側  綾 田 、 奥 田 、 窪 田 、 友 國 、 渡 部  

 

議  題  （ １ ） 第 5 4期 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 委 員 の 任 命  

に つ い て  

（ ２ ） 令 和 ４ 年 度 最 低 賃 金 の 改 正 状 況 に つ い て  

（ ３ ） そ の 他  

 

〇 賃 金 室 長  

そ れ で は 定 刻 と な り ま し た の で 、た だ 今 か ら 、令 和 ４ 年 度 第 ７ 回

香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 を 開 催 い た し ま す 。  

委 員 の 皆 様 に お か れ ま し て は 、ご 多 忙 の 中 、ご 出 席 い た だ き ま し

て 厚 く お 礼 申 し 上 げ ま す 。  

本 審 議 会 は 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 新 規 感 染 者 数 の 増 加 に よ

り 参 集 と オ ン ラ イ ン の 同 時 開 催 と な っ て お り ま す 。  

本 日 は 、春 日 川 委 員 、広 瀬 委 員 が 欠 席 さ れ て お り ま す が 、13 名 の

委 員 が 出 席 さ れ て お り ま す の で 、最 低 賃 金 審 議 会 令 第 ５ 条 第 ２ 項 に

定 め る 定 足 数 を 満 た し て お り 、審 議 会 が 有 効 に 成 立 し て お り ま す こ

と を ご 報 告 い た し ま す 。  

ま ず 初 め に 、 資 料 の ご 確 認 を お 願 い い た し ま す 。  

本 日 の 資 料 は 、  

資 料 № １ （ Ｐ １ ）  第 54 期 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 委 員 名 簿  
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資 料 № ２ （ Ｐ ３ ）  香 川 県 の 最 低 賃 金  

資 料 № ３ （ Ｐ ５ ）  香 川 県 の 特 定 最 低 賃 金 の 推 移  

資 料 № ４（ Ｐ ７ ） 令 和 ４ 年 度  香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 及 び 同 専  

門 部 会 の 開 催 状 況  

資 料 № 5－ 1（ Ｐ ９ ）  香 川 県 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て （ 答 申 ） 

資 料 № 5－ 2（ Ｐ 13） 当 最 低 賃 金 審 議 会 の 意 見 に 関 す る 異 議 の 申 出  

に つ い て （ 答 申 ）  

資 料 № 6－ 1（ Ｐ 15） 特 定 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 の 必 要 性 の 有 無 に つ  

い て （ 答 申 ）  

資 料 № 6－ 2（ Ｐ 17）  香 川 県 は ん 用 機 械 器 具 、 生 産 用 機 械 器 具 、  

         業 務 用 機 械 器 具 製 造 業 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に  

         つ い て （ 答 申 ・ 報 告 書 ）  

資 料 № 6－ 3（ Ｐ 21）  香 川 県 船 舶 製 造・修 理 業 ，舶 用 機 関 製 造 業 最  

低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て （ 答 申 ・ 報 告 書 ）  

資 料 № 6－ 4（ Ｐ 25）  香 川 県 電 子 部 品・デ バ イ ス・電 子 回 路 、電 気  

機 械 器 具 、情 報 通 信 機 械 器 具 製 造 業 最 低 賃 金 の  

改 正 決 定 に つ い て （ 答 申 ・ 報 告 書 ）  

資 料 № ７ （ Ｐ 29）  特 定 最 低 賃 金 対 象 業 種 の 状 況  

資 料 № ８（ Ｐ 31） 全 て の 都 道 府 県 で 地 域 別 最 低 賃 金 の 答 申 が な さ  

れ ま し た  

資 料 № ９（ Ｐ 35） 令 和 ４ 年 度 香 川 県 最 低 賃 金 の 改 正 答 申 に つ い て  

資 料 № 10（ Ｐ 39） 香 川 県 最 低 賃 金 周 知 キ ャ ン ペ ー ン を 実 施 し ま す  

資 料 № 11（ Ｐ 43）  厚 生 労 働 省 作 成 パ ン フ レ ッ ト  

「 知 っ て い ま す か ？ 自 分 の 最 低 賃 金 。」  

資 料 № 12（ Ｐ 45）  業 務 改 善 助 成 金 の 活 用 例  

資 料 № 13（ Ｐ 47）  香 川 県 最 低 賃 金 は 令 和 ４ 年 10 月 １ 日 か ら 時 間  

額 878 円（ 30 円 引 上 げ ）と な り ま す 。業 務 改 善 助  

成 金 の ご 利 用 は ９ 月 30 日 ま で に 30 円 コ ー ス 等 を  

利 用 す る の が お す す め で す 。  
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資 料 № 14（ Ｐ 49）  香 川 県 の 特 定 最 低 賃 金 の 改 正 決 定（ 発 効 ）に つ  

い て  

以 上 で ご ざ い ま す が 、 不 足 等 は ご ざ い ま せ ん か 。  

そ れ で は 、 柴 田 会 長 、 議 事 の 進 行 を お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

本 日 の 議 題 は 次 第 に あ り ま す よ う に 、  

（ １ ） 第 54 期 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 委 員 の 任 命 に つ い て  

（ ２ ） 令 和 ４ 年 度 最 低 賃 金 の 改 正 状 況 に つ い て  

（ ３ ） そ の 他  

と な っ て お り ま す 。  

ま ず 、 議 題 （ １ ） の 第 54 期 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 委 員 の 任 命

に つ い て で す 。  

事 務 局 か ら 説 明 を お 願 い し ま す 。  

 

〇 賃 金 室 長  

１ 頁 の 資 料 № １ に あ り ま す よ う に 、使 用 者 側 代 表 委 員 と 労 働 者 側

代 表 委 員 の 交 代 が あ り ま し た の で 、 ご 報 告 い た し ま す 。  

使 用 者 側 委 員 は 、令 和 ４ 年 ９ 月 ５ 日 付 け で 、株 式 会 社 北 四 国 グ ラ

ビ ア 印 刷 代 表 取 締 役 奥 田 拓 己 委 員 、労 働 者 側 委 員 は 、令 和 ４ 年 11 月

25 日 付 け で Ｕ Ａ ゼ ン セ ン 香 川 県 支 部 長 三 屋 智 広 委 員 で ご ざ い ま す 。 

簡 単 に ご 挨 拶 を お 願 い い た し ま す 。  

で は 、 奥 田 委 員 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 奥 田 委 員  

 株 式 会 社 北 四 国 グ ラ ビ ア 印 刷 代 表 取 締 役 の 奥 田 拓 己 と 申 し ま す 。 

 こ の 度 は 皆 さ ん の お 世 話 に な り 、し っ か り 任 務 を 務 め て ま い り た

い と 思 い ま す 。  

ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  
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〇 賃 金 室 長  

引 き 続 い て 、 三 屋 委 員 お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 三 屋 委 員  

 た だ い ま ご 案 内 の と お り 、今 期 か ら 任 命 を い た だ き ま し た 、Ｕ Ａ

ゼ ン セ ン の 三 屋 と 申 し ま す 。  

ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 賃 金 室 長  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。 以 上 で す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

で は 、議 題（ ２ ）の 令 和 ４ 年 度 最 低 賃 金 の 改 正 状 況 に つ い て で す 。  

事 務 局 か ら 説 明 を お 願 い し ま す 。  

 

〇 賃 金 室 長  

は い 、そ れ で は ま ず 当 県 の 今 年 度 の 最 低 賃 金 の 改 正 状 況 に つ い て

説 明 い た し ま す 。  

３ 頁 の 資 料 № ２ と し ま し て 、本 年 度 の 香 川 県 最 低 賃 金 と 特 定 最 低

賃 金 を 一 覧 表 に し て お り ま す 。  

 香 川 県 最 低 賃 金 は 878 円 。  

香 川 県 冷 凍 調 理 食 品 製 造 業 最 低 賃 金 、以 下「 冷 食 」と 呼 び ま す が 、

878 円 。  

冷 食 は 改 正 の 諮 問 が な か っ た た め 、令 和 ３ 年 12 月 15 日 発 行 の 時

間 額 849 円 と 香 川 県 最 低 賃 金 878 円 と 比 べ 高 い ほ う が 適 用 さ れ ま

す 。  

香 川 県 は ん 用 機 械 器 具 、生 産 用 機 械 器 具 、業 務 用 機 械 器 具 製 造 業

最 低 賃 金 。 以 下 「 機 械 」 と 呼 び ま す が 、 1,000 円 。  
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香 川 県 船 舶 製 造・修 理 業 ，舶 用 機 関 製 造 業 最 低 賃 金 、以 下「 船 舶 」

と 呼 び ま す が 、 1,003 円 。  

香 川 県 電 子 部 品・デ バ イ ス・電 子 回 路 、電 気 機 械 器 具 、情 報 通 信

機 械 器 具 製 造 業 最 低 賃 金 、 以 下 「 電 気 」 と 呼 び ま す が 、 942 円 と な

っ て お り ま す 。  

次 に 、５ 頁 の 資 料 № ３ は 、香 川 県 の 特 定 最 低 賃 金 の 推 移 と 題 し た

グ ラ フ で 、 地 域 最 賃 と 特 定 最 賃 の 金 額 の 推 移 を 表 し て お り ま す 。  

続 い て 、審 議 状 況 で ご ざ い ま す が 、７ 頁 の 資 料 № ４「 令 和 ４ 年 度  

香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 及 び 同 専 門 部 会 の 開 催 状 況 」を ご 覧 く だ さ

い 。  

表 の 上 段 に 区 分 と 開 催 月 日 と 主 な 議 題 と あ り 、左 側 の 区 分 と し て 、

本 審 、 運 営 小 委 員 会 、 公 益 委 員 会 、 実 施 視 察 、 県 最 賃 の 専 門 部 会 、

特 賃 の 各 専 門 部 会 と あ り 、 そ れ ぞ れ の 開 催 状 況 を ま と め て い ま す 。 

 本 審 は 今 回 を 含 め ７ 回 、  

運 営 小 委 員 会 は １ 回 、  

香 川 県 最 低 賃 金 専 門 部 会 は ４ 回 、  

機 械 専 門 部 会 は ３ 回 、  

船 舶 専 門 部 会 は ４ 回 、  

電 気 専 門 部 会 は ３ 回 、  

開 催 し て お り ま す 。  

で は 、 開 催 日 程 に 沿 っ て 説 明 い た し ま す 。  

７ 月 1 日 に 第 １ 回 本 審 を 開 催 し 、労 働 局 長 よ り 改 正 決 定 に つ い て

の 諮 問 を 行 い 、 審 議 会 運 営 規 定 等 の 承 認 、 審 議 の 進 め 方 等 の 承 認 、

最 低 賃 金 令 第 ６ 条 第 ５ 項 適 用 の 決 議 な ど を 行 い ま し た 。  

７ 月 22 日 に 第 ２ 回 本 審 を 開 催 し 、 参 考 人 意 見 聴 取 を 行 い 、 同 日

に 第 １ 回 専 門 部 会 を 開 催 し 、部 会 長 、部 会 長 代 理 の 選 出 、運 営 規 定

等 の 承 認 、 生 活 保 護 関 連 資 料 の 説 明 を 行 い ま し た 。  

７ 月 29 日 に 第 ３ 回 本 審 を 開 催 し 、 機 械 、 船 舶 、 電 気 の ３ 業 種 に

つ い て 労 働 局 長 よ り 改 正 の 必 要 性 の 有 無 に つ い て 諮 問 を 行 い ま し
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た 。  

７ 月 に 香 川 県 の 特 定 最 低 賃 金 、冷 食 、機 械 、船 舶 、電 気 の ４ 業 種

か ら 、改 正 決 定 を 求 め る 申 出 書 が 関 係 労 働 組 合 か ら 提 出 さ れ ま し た

が 、冷 食 に つ い て は 、申 出 の 要 件 で あ る 適 用 労 働 者 の 概 ね ３ 分 の １

以 上 の 労 働 者 の 合 意 を 満 た し て い な か っ た た め 、改 正 の 必 要 性 の 有

無 に つ い て の 諮 問 が で き ま せ ん で し た 。  

同 日 運 営 小 委 員 会 を 開 催 し 、特 定 最 賃 の 改 正 の 必 要 性 有 り と の 結

論 に 至 り ま し た 。  

８ 月 ３ 日 に 第 ４ 回 本 審 を 開 催 し 、改 正 の 必 要 性 有 り の 答 申 、労 働

局 長 よ り 機 械 、船 舶 、電 気 の ３ つ の 特 定 最 賃 の 改 正 決 定 の 諮 問 、中

賃 の 目 安 伝 達 を 行 い ま し た 。  

同 日 に 第 ２ 回 専 門 部 会 を 開 催 し 、最 低 賃 金 基 礎 調 査 結 果 説 明 、金

額 審 議 を 行 い ま し た 。  

８ 月 ４ 日 に 第 ３ 回 専 門 部 会 を 開 催 し 、 金 額 審 議 を 行 い ま し た 。  

８ 月 ５ 日 に 第 ４ 回 専 門 部 会 を 開 催 し 、金 額 審 議 を 行 い 、意 見 の 一

致 に 至 ら ず 、公 益 案 に つ い て 採 決 し 、部 会 報 告 を 取 り ま と め 、同 日 、

第 ５ 回 本 審 を 開 催 し 、採 決 に よ り 結 審 し 、＋ 30 円 、3.54％ ア ッ プ の

878 円 で 答 申 を い た だ き ま し た 。  

そ の 後 、 異 議 申 出 が な さ れ た た め 、 ８ 月 23 日 に 第 ６ 回 本 審 を 開

催 し 、８ 月 ５ 日 付 け 答 申 ど お り 決 定 す る こ と が 適 当 と の 結 論 を 頂 き

ま し た の で 、所 定 の 事 務 手 続 き を 行 い 、10 月 １ 日 発 効 と な っ た と こ

ろ で ご ざ い ま す 。  

 続 い て 、 特 定 最 低 賃 金 専 門 部 会 に つ い て 説 明 し ま す 。  

各 特 定 最 賃 の 第 １ 回 目 の 専 門 部 会 は 、３ 業 種 の 専 門 部 会 合 同 で ９

月 21 日 に 開 催 い た し ま し た 。  

以 後 各 専 門 部 会 を 順 次 開 催 し て ご 審 議 い た だ い た わ け で す が 、機

械 、電 機 は ３ 回 目 の 専 門 部 会 、船 舶 は ４ 回 目 の 専 門 部 会 に お き ま し

て 、 全 会 一 致 に よ り 答 申 を 頂 く こ と が で き ま し た 。  

ま ず 、機 械 に つ き ま し て は 10 月 11 日 に 、金 額 で ＋ 30 円 、率 に し



7 

 

て 3.09％ ア ッ プ の 1,000 円 で 答 申 を い た だ き ま し た 。  

次 に 、船 舶 に つ き ま し て は 10 月 31 日 に 、金 額 で ＋ 23 円 、率 に し

て 2.35％ ア ッ プ の 1,003 円 で 答 申 を い た だ き ま し た 。  

電 気 に つ き ま し て は 10 月 13 日 に 、金 額 で ＋ 29 円 、率 に し て 3.18％

ア ッ プ の 942 円 で 答 申 を い た だ き ま し た 。  

 特 定 最 賃 の 審 議 会 答 申 に 係 る 異 議 申 出 は あ り ま せ ん で し た の で 、

所 定 の 事 務 手 続 に 入 り 、最 後 に 答 申 を い た だ い た 船 舶 が 11 月 30 日

に 官 報 公 示 さ れ 、機 械 、電 機 は 、12 月 15 日 か ら 、船 舶 は 、12 月 30

日 か ら 発 効 す る こ と が 確 定 し ま し た 。  

そ れ ぞ れ の 答 申 文 、報 告 書 に つ き ま し て は 、９ 頁 か ら の 資 料 № ５

-１ か ら 25 頁 の 資 料 № ６ -４ ま で に 添 付 し て お り ま す の で 後 ほ ど ご

確 認 く だ さ い 。  

ま た 、例 年 、特 定 最 賃 の 専 門 部 会 の 前 に 実 施 し て お り ま し た 実 地

視 察 に つ き ま し て は 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の 観 点 か ら 、

昨 年 度 に 引 き 続 き 、 見 送 る こ と と な り ま し た 。  

 以 上 ご 説 明 し ま し た と お り 、本 年 度 の 香 川 県 の 最 低 賃 金 の 改 正 審

議 に つ き ま し て は 、す べ て 終 了 い た し て お り ま す こ と を ご 報 告 い た

し ま す 。  

 29 頁 の 資 料 № ７ は 特 定 最 低 賃 金 対 象 業 種 の 状 況 で す 。  

香 川 県 最 低 賃 金 の 影 響 率 は 13.2％ 、特 定 最 低 賃 金 の 影 響 率 は 、機

械 8.2％ 、 船 舶 4.8％ 、 電 気 10.4％ と な っ て お り ま す 。  

こ れ を 踏 ま え 、そ の 周 知 と 履 行 確 保 に 努 め て い く こ と に し て お り

ま す 。  

 次 に 、 地 域 別 最 低 賃 金 の 全 国 の 状 況 で す が 、 資 料 の 31 頁 の 資 料

№ ８ と し ま し て 、本 年 度 の 本 省 の 報 道 発 表 資 料 を お 配 り し て お り ま

す 。  

こ れ に は 、 全 国 の 地 域 別 最 低 賃 金 額 一 覧 が 記 載 さ れ て お り ま す 。

す べ て の 都 道 府 県 で 最 低 賃 金 の 引 上 げ が 行 わ れ 、 30 円 か ら 33 円 の

引 上 げ と な っ て お り 、ま た 、改 定 額 の 全 国 加 重 平 均 は 930 円 か ら 961
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円 と な り 、全 国 加 重 平 均 31 円 の 引 き 上 げ は 、昭 和 53 年 度 に 目 安 制

度 が 始 ま っ て 以 降 で 最 高 額 と な っ て い ま す 。  

地 域 別 最 低 賃 金 の 最 高 額 は 東 京 都 の 1,072 円 で 、最 高 額 と 最 低 額

853 円 と の 金 額 差 は 、 219 円 （ 昨 年 度 221 円 ） と な っ て お り 、 最 高

額 に 対 す る 最 低 額 の 比 率 は 、79.6％（ 昨 年 度 は 78.8％ ）と 、８ 年 連

続 の 改 善 と な っ て お り ま す 。  

以 上 と な り ま す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

 た だ 今 の 説 明 に つ き ま し て 、 ご 意 見 、 ご 質 問 等 は ご ざ い ま す か 。 

 

〇 窪 田 委 員  

 意 見 、 質 問 で は な い の で す が 、 最 初 の ご 紹 介 の と お り 使 用 者 側 、

労 働 者 側 に 、そ れ ぞ れ 替 わ ら れ た 方 が い ら っ し ゃ い ま す の で 、資 料

29 頁 の 影 響 率 に つ い て ご 説 明 し て い た だ い た 方 が よ ろ し い の か な

と 思 い ま し た 。  

 

〇 賃 金 室 長  

 そ れ で は 、 影 響 率 に つ い て ご 説 明 し た い と 思 い ま す 。  

 ま ず 、 資 料 29 頁 の ４ の 影 響 率 と い う 所 で 、 右 側 の 令 和 ４ 年 度 の

所 に 県 最 賃 で は 13.2％ と あ り ま す が 、 今 年 度 は 878 円 に 改 正 し て

お り ま す が 、そ の 前 が 848 円 で し た 。848 円 か ら 878 円 、30 円 引 き

上 げ て 878 円 と し た 場 合 に 、 878 円 を 下 回 る 労 働 者 の 割 合 を 表 し て

い る の が 影 響 率 と い う こ と に な り ま す 。  

 な お 、( )内 は 未 満 率 で し て 、改 正 す る 前 の 848 円 の 段 階 で 、848

円 を 下 回 る 労 働 者 の 割 合 が 1.0％ い る と い う の が 未 満 率 で す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

 よ ろ し い で し ょ う か 。  
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 そ の 他 い か が で し ょ う か 。  

 

〇 土 田 委 員  

 資 料 № ３ に 、香 川 県 の 特 定 最 低 賃 金 の 推 移 の グ ラ フ が あ る ん で す

け れ ど も 、冷 食 が 849 円 の ま ま に な っ て い ま す が 、ど う 表 す か に よ

る と 思 い ま す け れ ど も 、資 料 № ２ で は 一 応 878 円 と い う 記 載 な の で 、

資 料 № ３ も 冷 食 は 878 円 と す る 表 示 が 正 し い の か と い う と こ ろ で す

が 。  

資 料 № ２ と 資 料 № ３ の 金 額 に 齟 齬 が あ る の は 、わ か り に く い の で

は な い で し ょ う か 。  

 

〇 賃 金 室 長  

 地 域 別 最 賃 と 特 定 最 賃 の 両 方 が 適 用 さ れ る 場 合 に は 、高 い ほ う の

最 賃 額 を 適 用 す る こ と と さ れ て お り 、現 在 、冷 食 よ り も 県 最 賃 の 時

間 額 の 方 が 高 く な っ て お り 、冷 食 に つ い て は 、県 最 賃 が 適 用 さ れ ま

す 。  

資 料 № ２ は 、周 知 用 の 資 料 で し て 、こ こ に 849 円 と 記 載 す る と 誤

解 が 生 じ や す い で す の で 、 10 月 １ 日 か ら 878 円 の 適 用 に な っ て い

ま す と い う こ と に し て お り ま す 。  

そ の 下 に 、改 正 諮 問 が な か っ た た め 県 最 賃 を 適 用 し て い ま す と い

う こ と で 、一 般 的 に 広 く 周 知 す る リ ー フ レ ッ ト と し て 、わ か り や す

く 実 際 い く ら が 適 用 さ れ る の か と い う こ と で 作 っ て お り ま す 。  

 資 料 № ３ は 、冷 食 は 今 回 改 正 が な か っ た の で す が 、冷 食 の 特 定 最

賃 は 、審 議 会 の 中 で 廃 止 の 手 続 き を 行 わ な い 限 り は 残 っ て い き ま す

の で 、今 回 は 改 正 が な く 849 円 の ま ま で し た と い う こ と を 表 す 記 載

を し て い ま す 。  

資 料 № ２ は 、周 知 用 の リ ー フ レ ッ ト と し て 、資 料 № ３ は 、審 議 会

用 の 資 料 と し て 作 成 し て お り ま す 。  

 



10 

 

〇 立 石 委 員  

 こ の 資 料 № ３ の 冷 食 の 849 円 と い う 所 は 、ぱ っ と 見 る と 、ど っ ち

な ん だ ろ う と い う よ う に 考 え て し ま い ま す 。  

県 の 最 低 賃 金 が 適 用 さ れ る 賃 金 の 表 記 で い く の か 、改 正 決 定 が さ

れ て い な い 表 記 で い く も の な の か 分 か り に く い の で 、何 か わ か り や

す い 記 載 と か あ れ ば 。  

 

〇 賃 金 室 長  

 こ の 資 料 № ３ の 所 に コ メ ン ト を 入 れ た 方 が よ ろ し い で し ょ う か 。 

 

〇 立 石 委 員  

 そ う で す ね 、 そ の 方 が い い の か と 。  

こ う い う こ と は 初 め て で 、何 か こ う 、わ か り や す く し て い た だ け

る と 助 か る か な と 思 い ま す 。  

 

〇 賃 金 室 長  

先 ほ ど 説 明 し た 内 容 の コ メ ン ト を 入 れ さ せ て も ら っ た ら よ ろ し

い で し ょ う か 。  

 

〇 立 石 委 員  

 は い 。  

 

〇 賃 金 室 長  

 承 知 し ま し た 。  

 

〇 柴 田 会 長  

 で は 、 コ メ ン ト を 入 れ る と い う こ と に し ま し ょ う か 。  

 

〇 窪 田 委 員  
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 グ ラ フ の 金 額 で す が 、自 動 的 に 数 字 が 出 て く る の で 難 し い の か も

し れ な い ん で す け ど 、資 料 № ３ の 冷 食 の 金 額 849 と 848 で す が 、849

の 方 が 高 い の に 848 が 上 に き て い る の で 、こ う い っ た と こ ろ も 修 正

で き る の で あ れ ば 修 正 し て 下 さ い 。  

 

〇 賃 金 室 長  

 金 額 の 所 で す ね 。  

 承 知 し ま し た 、 修 正 い た し ま す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

 で は 、修 正 と い う こ と で 対 応 し て い た だ く と い う こ と で よ ろ し い

で し ょ う か 。  

 そ の 他 い か が で す か 。  

よ ろ し い で し ょ う か 。  

そ れ で は 、 議 題 （ ３ ） の 「 そ の 他 」 に 移 り ま す 。  

事 務 局 か ら 何 か ご ざ い ま す か 。  

 

〇 賃 金 室 長  

 最 低 賃 金 改 正 に つ い て の 周 知・広 報 の 状 況 に つ い て ご 説 明 い た し

ま す 。  

最 低 賃 金 の 周 知 に つ い て は 、県 、市 町 等 の 行 政 機 関 を は じ め 、各

種 団 体 や 公 共 交 通 機 関 、事 業 場 な ど に 対 し 、ポ ス タ ー の 掲 示 、リ ー

フ レ ッ ト の 配 布 な ど に よ る 周 知 や 広 報 誌 等 へ の 掲 載 依 頼 を お 願 い

す る と と も に 、 労 働 局 ・ 監 督 署 で 行 う 各 種 説 明 会 に お き ま し て も 、

リ ー フ レ ッ ト を 配 布 す る な ど に よ り 周 知 を 図 っ て い る と こ ろ で ご

ざ い ま す 。  

ま た 、35 頁 の 資 料 № ９ の と お り 、８ 月 ５ 日 に 、香 川 県 最 低 賃 金 が

時 間 額 30 円 引 き 上 げ て 878 円 と す る 改 正 答 申 を 行 っ た こ と を 記 者

発 表 し ま し た 。  
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ま た 、39 頁 の 資 料 № 10 の と お り 、発 効 日 で あ る 10 月 １ 日 の 前 日

9 月 30 日 早 朝 よ り 高 松 駅 前 に お き ま し て 、 香 川 県 最 低 賃 金 周 知 キ

ャ ン ペ ー ン の 一 環 と し て 、最 賃 リ ー フ レ ッ ト 入 り の ポ ケ ッ ト テ ィ ッ

シ ュ 1,000 個 を 配 布 し 、四 国 新 聞 、Ｎ Ｈ Ｋ 高 松 放 送 局 、西 日 本 放 送

（ 株 ）、（ 株 ）瀬 戸 内 海 放 送 か ら 取 材 を 受 け 、新 聞 及 び テ レ ビ で 掲 載・

放 映 さ れ ま し た 。  

有 志 の 審 議 会 委 員 に も ご 参 加 い た だ き 、誠 に あ り が と う ご ざ い ま

し た 。  

ま た 、琴 電 の 電 車 内 や 駅 構 内 に お い て 、改 正 さ れ た 最 低 賃 金 に 関

す る ア ナ ウ ン ス の 依 頼 を 行 い ま し た 。  

特 定 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ き ま し て は 、船 舶 が 11 月 30 日 に 官

報 公 示 さ れ た こ と で 、す べ て の 特 定 最 低 賃 金 が 官 報 公 示 さ れ ま し た

の で 、 49 頁 資 料 № 14 の と お り 、 昨 日 記 者 発 表 い た し ま し た 。  

 次 に 業 務 改 善 助 成 金 に つ い て の 周 知・広 報 の 状 況 に つ い て 説 明 い

た し ま す 。  

業 務 改 善 助 成 金 は 、生 産 性 を 向 上 さ せ 、事 業 場 内 で 最 も 低 い 賃 金

の 引 き 上 げ を 図 る 中 小 企 業 ・ 小 規 模 事 業 者 を 支 援 す る 助 成 金 で す 。 

45 頁 の 資 料 № 12 の と お り 、 ６ 月 に 業 務 改 善 助 成 金 の 活 用 例 を 載

せ た 冊 子 を 作 成 し 、 香 川 県 経 営 者 協 会 、 香 川 県 商 工 会 議 所 連 合 会 、

香 川 県 商 工 会 連 合 会 、香 川 県 中 小 企 業 団 体 中 央 会 を 通 し て 周 知 依 頼

を し ま し た 。  

ま た 、 47 頁 の 資 料 № 13 の と お り 、 ９ 月 に は 、 業 務 改 善 助 成 金 制

度 が 拡 充 し た こ と に 伴 い 、引 上 げ 額 、助 成 率 の 点 か ら 県 最 賃 が 10 月

1 日 に 改 定 す る 前 の ９ 月 30 日 ま で に 利 用 す る こ と を 勧 奨 す る リ ー

フ レ ッ ト を 作 成 し 、 使 用 者 団 体 等 に 広 く 周 知 い た し ま し た 。  

申 請 状 況 に つ き ま し て は 、令 和 ４ 年 度 は 、10 月 末 時 点 で 通 常・特

例 コ ー ス 合 わ せ て 70 件 、 令 和 ３ 年 度 は 年 度 計 で 82 件 で し た 。  

今 後 、特 定 最 低 賃 金 の 周 知 と も に 業 務 改 善 助 成 金 の 周 知 に も 努 め

て ま い り ま す 。  
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ま た 、最 低 賃 金 に 重 点 を 置 い た 監 督 指 導 を 来 年 １ 月 か ら ３ 月 に 実

施 す る 予 定 と し て お り 、最 低 賃 金 の 履 行 確 保 に つ い て 取 り 組 ん で ま

い り ま す 。  

 最 後 に 、 今 後 の 審 議 日 程 に つ き ま し て ご 説 明 い た し ま す 。  

来 年 ３ 月 15 日 （ 水 ） 13： 30 か ら 、 本 年 度 最 後 の 第 ８ 回 本 審 を 予

定 し て お り ま す 。  

第 ８ 回 本 審 に お き ま し て は 、令 和 ５ 年 度 の 特 定 最 低 賃 金 改 正 等 の

意 向 確 認 や 令 和 ５ 年 度 審 議 へ の 申 し 送 り 事 項 等 に つ き ま し て ご 審

議 い た だ く 予 定 と し て お り ま す 。  

ま た 、本 審 等 に 提 出 さ せ て い た だ い て お り ま す 資 料 に つ き ま し て

も 、追 加 又 は 削 除 等 の ご 意 見 を お 伺 い し た い と 思 い ま す の で 、よ ろ

し く お 願 い い た し ま す 。  

な お 、特 定 最 低 賃 金 の 改 正 に 関 わ る 意 向 表 明 に つ き ま し て は 、こ

れ ま で と 同 様 、香 川 労 働 局 長 あ て の 書 面 に よ り ま し て 、来 年 、令 和

５ 年 の ２ 月 下 旬 を 目 途 に ご 提 出 い た だ き ま す よ う お 願 い い た し ま

す 。  

説 明 は 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

た だ 今 の 説 明 に つ き ま し て 、 ご 意 見 、 ご 質 問 等 は ご ざ い ま す か 。 

よ ろ し い で し ょ う か 。  

特 に ご 意 見 、ご 質 問 は ご ざ い ま せ ん の で 、事 務 局 の 方 で 、何 か ご

ざ い ま す か 。  

 

〇 賃 金 室 長  

そ れ で は 最 後 に 、 松 瀨 労 働 局 長 よ り ご 挨 拶 を 申 し 上 げ ま す 。  

 

〇 香 川 労 働 局 長  

香 川 労 働 局 長 の 松 瀨 で ご ざ い ま す 。  
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柴 田 会 長 を 始 め 、各 委 員 の 皆 様 に お か れ ま し て は 、今 年 度 も 円 滑

な 審 議 会 運 営 に 御 協 力 い た だ き 、 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

お 陰 様 で 、地 域 別 最 低 賃 金 を は じ め 、３ 業 種 の 特 定 最 低 賃 金 に つ

き ま し て は 、 す べ て 結 審 し 、 答 申 を い た だ き ま し た 。  

皆 様 の 円 滑 、か つ 、真 摯 な 御 審 議 に 対 し ま し て 、改 め て 厚 く 御 礼

申 し 上 げ ま す 。  

審 議 会 か ら 答 申 を い た だ き ま し た 最 低 賃 金 に つ き ま し て は 、地 域

別 最 低 賃 金 に つ い て は 10 月 １ 日 に 発 効 す る と と も に 、 特 定 最 低 賃

金 に つ い て は 、 機 械 ・ 電 気 は 、 12 月 15 日 か ら 、 船 舶 は 12 月 30 日

か ら 、 発 効 の 運 び と な っ て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

今 年 度 は 、各 最 低 賃 金 額 が 大 幅 な 引 上 げ 額 と な っ て お り ま す 。そ

れ ぞ れ の 最 低 賃 金 が 確 実 に そ の 役 割 を 果 た す よ う 、し っ か り と 周 知

を 行 っ た 上 で 、監 督 指 導 に よ る 履 行 確 保 を 図 る と と も に 、助 成 金 の

活 用 促 進 に も 努 め て 参 り た い と 考 え て お り ま す 。  

審 議 会 委 員 の 皆 様 に は 、労 働 行 政 に 対 し ま し て 、今 後 と も 御 理 解

と 御 支 援 を 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま し て 、簡 単 で は ご ざ い ま

す が 、 挨 拶 と さ せ て い た だ き ま す 。  

誠 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 

〇 柴 田 会 長  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。以 上 で 審 議 を 終 了 い た し ま す が 、本 日

の 議 事 録 の 確 認 は 、立 石 委 員 と 窪 田 委 員 に お 願 い し た い と 思 い ま す

の で よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

そ れ で は 、以 上 を 持 ち ま し て 、第 ７ 回 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 を

閉 会 い た し ま す 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

― ― 了 ― ―  


